
お子さまの進学・在学資金の準備に！入学前でも利用できる 国の教育ローン 

（代替テキスト） 

 

あなたの暮らしをわかりやすく、お役立ち動画という緑で囲まれたアイコンがタイトルと

して表示されています。 

 

ナレーターの貫地谷しほりさんの声：「人生の３大支出の一つともいわれるこどもの教育費。

教育費の家計への負担が大きく、学費の支払いや入学前のまとまった資金の工面に困って

いる親御さんも多いと思います。」 

左上には「お子さまの進学・在学資金の準備に！入学前でも利用できる国の教育ローン」、

中央には「教育・住宅・老後」のテキストが表示されています。 

 

貫地谷さん：「こどもの進学、在学を応援してあげたい。そんな保護者のかたに知って頂き

たい選択肢のひとつが、『国の教育ローン』です。」 

「国の教育ローン」のテキストが表示されています。 

 

貫地谷さん：「日本政策金融公庫や沖縄振興開発金融公庫（※沖縄在住のかた）が、国内外

の高校、大学、専修学校などの教育施設を対象に、受験費用から入学金、授業料、アパート

代など、これから１年間に必要となる費用を融資する制度です。金利は固定で、返済は最長

１８年。入学前でも在学中でも、いつでも申込みが可能です。また、ひとり親家庭のかたな

ど、ご家庭の状況に応じた優遇制度も設けられています。」 

主なポイントとして以下のテキストが表示されています。 

・お子さま１人につき上限３５０万円 

 （一定の要件に該当する場合は 450万円） 

・固定金利・最長１８年の返済 

・１年中いつでも申し込み可能 

・ご家庭の状況に応じた優遇制度 

 

貫地谷さん：「例えば、『国の教育ローン』と日本学生支援機構の奨学金制度を比べてみると、

利用者は、奨学金制度では学生本人ですが、国の教育ローンでは、保護者です。奨学金制度

は決められた募集時期に申込む必要があり、毎月定額で資金を受け取ることになりますが、

国の教育ローンは、受験前でも在学中でも、いつでも申し込みでき、１年分まとめて資金を

受け取ることができます。」 

画面には「国の教育ローン」と「日本学生支援機構の奨学金」との主な違いとして以下のテ

キストが表示されています。 

 



国の教育ローン 

・利用者：保護者 

・申込時期：いつでも可能 

・資金の受け取り方：1年分まとめて 

・相談窓口：教育ローンコールセンター 

 

日本学生支援機構の奨学金 

・利用者：学生本人 

・申込時期：決められた募集時期 

・資金の受け取り方：毎月定額 

・相談窓口：在学中の学校 

 

貫地谷さん：「融資額の上限は、お子さま１人につき３５０万円。一定の要件を満たせば、

４５０万円まで利用が可能です。資金の使いみちは、受験費用から一人暮らしをするときの

家賃、通学費用にパソコン購入費など幅広く使うことができます。」 

画面にはご融資額上限として以下のテキストが表示されており、スーツを着た男性が手を

添えているイラストが表示されています。 

・お子さま 1人あたり上限 350万円 

・一定の要件を満たす場合、上限 450万円 

資金の使いみちとして以下のテキストが表示されています。 

学校納付金（入学金、授業料など）、受験費用（受験料、交通費など）、自宅外通学時の住居

費用（敷金、家賃など）、教科書代、パソコン購入費、通学費用、学生の国民年金保険料な

ど 

 

貫地谷さん：「また、大学などの受験費用や受験のための交通費・宿泊料は、合格前であっ

ても利用することができます。」 

資金の使いみちとして、引き続き以下のテキストが表示されています。 

受験費用、受験料、交通費、宿泊料は合格前でもご利用可能 

 

貫地谷さん：「契約時の固定金利で返済期間は最長１８年。毎月の返済額は一定で、在学中

は利息のみのご返済も可能です。」 

固定金利として以下のテキストが表示されています。 

・ご返済期間最長 18年 

・毎月の返済額は一定 

・在学中は利息のみのご返済が可能 

・繰上返済も可能 



 

貫地谷さん：「そして、ひとり親家庭など、特に教育費の負担が大きいご家庭には、金利の

低減などの優遇措置も設けられています。」 

ご家庭の状況に応じた優遇制度として以下のテキストが表示されています。 

・ひとり親家庭 

・お子さまが３人以上の世帯 

・世帯年収が一定額以下の方 など 

・金利の低減などの優遇措置 

 

貫地谷さん：「利用できるかたの世帯年収や所得に上限がありますので、詳しくは『国の教

育ローン』で検索、または、教育ローンコールセンターにご相談ください。」 

画面の上部には「利用できるかたの世帯年収や所得に上限があります」と記載されており、 

お問い合わせ先として以下のテキストが表示されています。 

・詳しくは、国の教育ローンで検索、または、 

・教育ローンコールセンター 

・０５７０－００８６５６（ハローコール） 

・受付時間：月曜から金曜 9時から 19時 

・※土曜日、日曜日、祝日、年末年始はご利用できません 

・※沖縄在住の方は沖縄公庫の本店または各支店へお問い合わせください 

 

貫地谷さん：「『国の教育ローン』は、こどもの夢を叶えてあげたいという保護者の方を応援

します。ぜひご利用ください。」 

 

最後にクレジットとして、「あなたの暮らしをわかりやすく」「製作・著作、政府広報・内閣

府」という文字と政府広報のロゴが表示されている。 


